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A－114　地域における栄養摂取状況について（ 第l 報）―学童家庭の世帯刷調査一

松a/東雲矩大　O  ふ/申千べ子　永井輛江　和田尚子

目的　 日 本ん ﾀﾞ･食生活 は経俺 の高度成長 ご と*   に安定 し. 栄養 忿態 も平均的 にa  改甚 さ

れX    きtz 、 経斎 水準 の向 上 は食 糧 の捕 費構 造 の支化 左もた らI 、地 が奸 知 こお'･ てi  そめ

例 外で ない。 かりヽ い が洸 下で地 域にお け ゐ栄養指 導 上の泰礎的 な賃料 としt 摂取 栄養量 の

実態､を把握 し. 内容 を詳 細に検 討 するため 学童 家庭r. お け そ調査 を試 みた。

方法　 松 山 市 慕小学校 千～6  恥: 在籍I   い ヽる学 童の家庭1ひ世帯 を対象IZ  昭和 即年･2  月

中旬 の漣 続ヨ日間. 国民栄養調 査株 式になら-> 1 , 世帯が況 と食事状伎 細査、摂 取 栄養量

調査 を世帯則 書込^  帖z よ つT 実施 した。 摂取 栄養量It 各 世帯剔 に個個 の食品 にっ口T 算

出 し、 エ わしや-    irた んIt'く質 は成 人換算率 をぎ め7  阜 丸 すろ!!): 毛に、 食品群 に登幾I

て＼ ゛ 内容 を検討 し た、 なお 秤量(J 目守量 の記 入?  iH tzものを集 計･こ際 レI  ? 数‘ニ襖 算i

廃 棄苧 にi:  っT 可食 量 を算出 した。

結果　 摂 取 栄養■it  昭和4 作*.  国 民栄養 調査 ヒ比較 する とV Bi 刺 司値、 脂肪 と鋏 を除･ヽ

てそのｲ也はすべ7  松 山 市 が`上 回 ってお') 、 エ ネ/I. ぞ ー. た んぽ<  質it 昭和 舅年推計 の日本

人平妁I 人 い1  きt-   I]  ・ そ れをit ろiヽに超 えT    いた。 食品群 剔 でIt 牛乳おi: び乳製 品の-k

が約釦 痢　 果実類 び約30% 下a  っT  丿 た のびi  立 つ15 かit 、穀類、 豆嶺、 魚介類、 肉類お

よび線 貰野菜 はf  （ 摂取^  れXﾚif"-.     Li しヽ 世帝別 に内容 を検討 する と格 差Af 極 。T 大 き

<･.   とく にCm.   VA.   VC に羞しい ものび みら れた。 すな わち過剰ｲ頃向 を示オ 世尊 もヽあ ろと同

時に、 一部い ま勧物 怜 たん白質.    ぶネラ（　 ビ タぶン 不足傾向 のぜ帯-!>み ら>ft･.    栄養指導

面 てヽ`今後-;i目 す ⌒励 現実 を知&    ことφヽ ･･ I" $ た。

10月11H( 月)第４会場　午後1:00 ～5:00

A－115　有艮堵竜詞い･僥雇行動　 一考争の々 i･ 欠生 の場席－

大才すへ寡践　〇村ぼ･輝子　前"I 偽3-
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